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例  言 

 

 

 

1. 本計画書は、長野県北佐久郡軽井沢町大字軽井沢 1339 番地 342 に所在する「重要文化

財旧三笠ホテル」（軽井沢町所有）の保存活用計画（以下、「本計画」という。）である。 

 

2. 本計画は、令和 2 年度～3 年度に実施した文化庁補助の「文化観光充実のための国指定

等文化財磨き上げ事業」（補助率 50％）により策定した。 

 

3. 本計画は、「重要文化財（建造物）保存活用計画策定指針」（平成 11［1999］年 3 月 文

化庁文化財保護部）に基づき策定した。 

 

4. 本計画の策定及び策定に係る事務は軽井沢町教育委員会生涯学習課が担当した。また、

関連業務及び本計画の策定補助業務を、公益財団法人文化財建造物保存技術協会及び

共同組合伝統技法研究会に委託した。 

 

5. 軽井沢町は、「重要文化財旧三笠ホテル運営協議会」を「重要文化財（建造物）保存活

用計画策定に係る基本計画策定委員会」に位置づけ検討を行い、文化庁及び長野県の

指導・協力を得て本計画を策定した。 

 

6. 本計画は、令和元年度より開始した重要文化財旧三笠ホテル保存修理事業（令和 6 年

度までを予定。以下、本計画において「令和保存修理」とする）と並行して策定する

計画である。 

 

7. 本計画は、原則として令和保存修理における現状変更後の旧三笠ホテルを基準として

計画を行うが、令和保存修理は事業途中であるため、適宜修理前及び修理中の状況に

ついて記述する。その際には、令和保存修理前の時点に対する記述である旨を示す。 
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